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1 λを 1次元ルベーグ測度とする。
(1) R上の非負 B(R)可測関数 f について次が成り立つ

ことを示せ。

lim
n→∞

∫

R
f(x)e−|x|/n λ(dx) =

∫

R
f(x) λ(dx)

(2) a, b, c ∈ R, a > 0に対し次が成り立つことを示せ。
∫

R
e−a|x+c| cos(bx) λ(dx) =

2a

a2 + b2
cos(bc)

(3) ε > 0と R上のルベーグ可積分関数 f について次が

成り立つことを示せ。

1
2

∫

R

( ∫

R
f(x) cos(xy) λ(dx)

)
e−ε|y|λ(dy)

=
∫

R

εf(x)
ε2 + x2

λ(dx)

(4) t, ε ∈ R, ε > 0に対し次が成り立つことを示せ。

∫

R

cos(ty)e−ε|y|

1 + y2
λ(dy) =

∫

R

εe−|x+t|

x2 + ε2
λ(dx)
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2 λを 1次元ルベーグ測度とする。
(1) a < bとする。次が成り立つことを示せ。

∫

R
1(a,b](x2) λ(dx) =

∫

(0,∞)

1(a,b](x)
1√
x

λ(dx)

(2) B(R) 上で定義された次の関数は測度であることを
示せ。

A 7→
∫

R
1A(x2)λ(dx)

(3) A ∈ B(R)について次が成り立つことを示せ。
∫

R
1A(x2)λ(dx) =

∫

(0,∞)

1A(x)
1√
x

λ(dx)

(4) R上の非負 B(R)可測関数 f について次が成り立つ

ことを示せ。
∫

R
f(x2)λ(dx) =

∫

(0,∞)

f(x)
1√
x

λ(dx)


